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椎葉村十根川保存地区民家公開施設
春の遠足で魚つり（鹿野遊小学校）平成19年４月20日撮影
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「かて～りの里・椎葉」「自立に向けた村づくり」を目指して「かて～りの里・椎葉」「自立に向けた村づくり」を目指して
４月１日付けで次のとおり人事異動が行われました。
前年度末の退職者４人に対し、今年度は５人の職員を新規採用。
また、企画観光課が総務課へ統合されるなど、業務体制の見直しも行われました。
村では「かて～りの里・椎葉」を基本理念に「自立に向けた村づくり」を目指し
てまいりますので、村民の皆様よろしくお願いします。
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副村長　椎 葉 征 雄

国民健康保険病院
℡６７－２００８

院 長　吉持　厳信（外科）

教育委員会
℡６７－２８５０

教育長　池田　逸夫

自治法改正により「助役」の名称が
「副村長」にかわりました
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不
土
野
小
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

椎
葉
ス
ズ
エ（
小
崎
小
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
木
加
代
子（
大
河
内
小
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
木　

加
恵（
松
尾
小
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
斐　

町
子
・
右
田　

世
佳
・
椎
葉　

美
幸（
椎
葉
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

椎
葉　

廣
美（
松
尾
中
）

寄
宿
舎
醇
和
寮

℡
６
７
―
２
０
４
４

寄
宿
舎
係
長　
　
　
　
　

那
須　

伸
二

椎
葉
民
俗
芸
能
博
物
館

℡
６
８
―
７
０
３
３

博
物
館
係
長　
　
　
　
　

黒
木
光
太
郎

甲
斐　

睦
宏　
　

椎
葉
洋
介

那
須
晋
太
郎

舎
監　

甲
斐　

辰
男

寮
母　

右
田
ち
い
ほ

給
食　

甲
斐　

浩
子　
　

川
口
ル
リ
子

岡
村　

晃
美

補
佐
兼
企
画
情
報
係
長　

椎
葉　

和
博

兼
地
域
振
興
係
長

商
工
観
光
係
長　
　
　
　

甲
斐　
　

寿

広
報
統
計
係
長　
　
　
　

那
須　

力
男

中
瀬　

育
生

椎
葉　

智
成　
　

那
須　

裕
樹

黒
木
久
美
子

議
会
事
務
局

（
公
平
委
員
会
・
監
査
）

℡
６
７
―
３
２
０
９

事
務
局
長（
課
長
補
佐
）

　
　
　

椎
葉　

喜
成

書
記
兼
総
務
課
行
政
係

椎
葉　

恵
子

℡
６
７
―
３
２
１
０

会
計
管
理
者（
課
長
補
佐
）

　
　
　

椎
葉　

洋
子

会
計
係

那
須
る
り
子

福
祉
保
健
課

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

（
介
護
保
険
・

　

国
民
健
康
保
険
・

　

老
人
保
健
特
別
会
計
）

℡
６
８
―
７
５
１
０

℡
６
８
―
７
５
１
２

℡
６
８
―
７
５
１
３

課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　

黒
木　

保
隆

補
佐
兼
地
域
包
括
支
援　

椎
葉　

博
保

セ
ン
タ
ー
副
所
長

兼
保
健
セ
ン
タ
ー
副
所
長

兼
介
護
保
険
係
長　
　
　

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
係
長　
　

椎
葉　

邦
子

保
健
予
防
係
長　
　
　
　

椎
葉
喜
美
代

国
民
健
康
保
険
係
長　
　

山
本　

圭
吾

福
祉
係
長　
　
　
　
　
　

那
須　

暢
明

鈴
木　

妙
子

境　
　

裕
香　
　

日
與
川
瑠
美

右
田
ひ
づ
る　
　

黒
木
マ
チ
子

椎
山
今
朝
子

松
岡　

謹
直

（
保
育
士
）

山
中
ち
ど
り（
上
椎
葉
児
童
館
）

長
友　

由
佳（
上
椎
葉
児
童
館
）

那
須
香
代
子（
松
尾
児
童
館
）

森
川　

夏
妃（
松
尾
児
童
館
）

椎
葉　

祥
子（
向
山
児
童
館
）

那
須　

智
美（
向
山
児
童
館
）

濱
砂　

早
苗（
小
崎
児
童
館
）

黒
木　

友
梨（
鹿
野
遊
保
育
所
）

椎
葉
ユ
カ
リ（
不
土
野
保
育
所
）

西
村
三
容
子（
大
河
内
へ
き
地
保
育
所
）

議　

会

出
納
室

村　長　椎 葉 晃 充

村の新体制を紹介します

平成19年度　椎葉村行政機構図平成19年度　椎葉村行政機構図平成19年度　椎葉村行政機構図

副村長　椎 葉 征 雄

国民健康保険病院
℡６７－２００８

院 長　吉持　厳信（外科）

教育委員会
℡６７－２８５０

教育長　池田　逸夫

自治法改正により「助役」の名称が
「副村長」にかわりました

（
保
健
師
）

（
保
健
師
）

（
保
健
師
）

（
整
形
外
科
）

（
内
科
）
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税務住民課
環境衛生係

椎葉　竜也
（25 歳）（向山日添）

●
趣
味
：
野
球
・
バ
ス
ケ
ッ
ト

●
ひ
と
こ
と
：
椎
葉
村
の
職
員
と
し
て
責
任
と

自
覚
を
持
ち
、
村
民
の
方
に
誠
意
を
持
っ
て

接
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

農林振興課
畜産係

松岡　陽平
（25 歳）（下松尾）

●
趣
味
：
読
書

●
ひ
と
こ
と
：
分
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
。
早
く
戦
力
と

な
り
、
村
の
人
達
の
た
め
に
働
け
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。
吹
け
ば
飛
ぶ
よ
う
な
男
で
す
が
、

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教育委員会
社会教育係

那須晋太郎
（20 歳）（十根川）

●
趣
味
：
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
・
買
い
物

●
ひ
と
こ
と
：
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

勉
強
の
毎
日
で
す
。
早
く
仕
事
に
慣
れ
て
い
け

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
村

民
の
み
な
さ
ん
、よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

向山児童館
保育士

那須　智美
（27 歳）（上椎葉）

●
趣
味
：
読
書
・
旅
行

●
ひ
と
こ
と
：
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
と
の
関

わ
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
一
緒
に
楽
し
く

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

ご
父
兄
や
地
域
の
方
々
の
ご
指
導
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

松尾児童館
保育士

森川　夏妃
（25 歳）（若宮）

●
趣
味
：
ピ
ア
ノ
と
サ
ッ
ク
ス
演
奏
・
ラ
イ
ブ

に
行
く
こ
と

●
ひ
と
こ
と
：
出
身
は
門
川
町
で
、
椎
葉
村
に
は

始
め
て
来
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
の
生
活
は
分
か

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
不
安
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、

早
く
慣
れ
て
村
民
の
皆
様
と
仲
良
く
楽
し
く

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
達

の
パ
ワ
ー
に
負
け
な
い
よ
う
、
一
生
懸
命
が
ん

ば
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
19
年
度　

椎
葉
村

新
規
採
用
職
員

村
民
の
皆
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

医長（整形外科）

髙村 一紘 先生

日向土木事務所
椎葉駐在所

馴
なれ

松
まつ

 義昭 所長
（47 歳）

日向警察署
椎葉駐在所

榎木 理朗 さん
（22 歳）

●
年
齢
：
27
歳

●
趣
味
：
ラ
グ
ビ
ー
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

カ
ラ
オ
ケ
・
飲
み
会
・
ス
ポ
ー
ツ
観

戦
（
野
球
、
ラ
グ
ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
）

●
ひ
と
こ
と
：
４
月
１
日
よ
り
椎
葉
病

院
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

髙
村
一
紘
と
申
し
ま
す
。
主
に
整
形

外
科
を
担
当
い
た
し
ま
す
が
、
内
科
、

小
児
科
な
ど
も
診
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
出
身
地
は
都
城
市
で
、

東
国
原
知
事
と
同
じ
母
校
で
す
。
知

事
に
負
け
な
い
く
ら
い
の
熱
さ
で
、
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
趣
味
：
ゴ
ル
フ
・
庭
仕
事

●
ひ
と
こ
と
：
平
成
17
年
の
大
災
害
の
復

旧
に
つ
い
て
、
地
権
者
、
建
設
関
係
者
、

関
係
機
関
等
の
皆
様
の
御
協
力
に
よ

り
大
方
目
途
が
立
ち
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
、
引
き
続
き
被
災
箇
所
の

全
面
復
旧
に
努
め
ま
す
と
と
も
に
、
地

元
の
皆
様
方
の
声
を
伺
い
な
が
ら
国
県

村
国
民
健
康
保
険
病
院

　

新
し
い
先
生
を

　
　
　

紹
介
し
ま
す
！

●
趣
味
：
ド
ラ
イ
ブ

●
ひ
と
こ
と
：
都
城
出
身
で
す
。
こ
の
度
、

警
察
本
部
（
交
通
機
動
隊
よ
り
）
異
動

し
て
き
ま
し
た
。
精
一
杯
仕
事
を
頑
張
っ

て
い
く
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

道
の
整
備
や
砂
防
事
業
の
展
開
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

椎
葉
村
に
着
任
し
ま
し
た
。

村
民
の
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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椎葉村消防団
　

平
成
18
年
度
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た
尾
前
満
団
長
の
後
任
に
、

副
団
長
の
那
須
義
雄
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。
新
団
長
は
消
防
団
歴

41
年
。
内
旧
第
９
部
長
（
８
年
）、副
団
長
（
10
年
）
を
歴
任
さ
れ
、

そ
の
経
験
か
ら
団
長
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
退
任
さ
れ
た

尾
前
満
氏
は
、
48
年
余
り
に
わ
た
っ
て
消
防
団
活
動
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
、
消
防
団
の
活
性
化
等
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

尾
前
満
団
長
、
永
い
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で
は
な
く
な
っ
た
。
地
域
の
方
々
か

ら
、
合
併
し
て
良
か
っ
た
、
頼
も
し
い

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
第
２
部

は
全
力
で
頑
張
っ
て
欲
し
い
。」
と
あ

い
さ
つ
し
、
村
長
も
「
両
部
と
も
お
互

い
の
地
区
に
精
通
し
、
早
く
地
元
の

消
防
団
員
と
し
て
親
し
ま
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

こ
の
新
体
制
を
指
揮
す
る
那
須

重
美
第
２
部
長
（
夜
狩
内
地
区
）
は
、

「
自
ら
が
率
先
し
て
栂
尾
地
区
に
入

り
、
地
理
を
究
め
て
、
栂
尾
地
区
の

皆
様
に
不

安
が
残
ら

な
い
よ
う

な
体
制
づ

く
り
に
努

め
た
い
」

と
抱
負
を

語
り
ま
し

た
。

　

平
成
19
年
度
よ
り
、
消
防
団
第
８
部

（
栂
尾
地
区
管
轄
：
団
員
４
名
）
が
、

第
２
部
（
上
椎
葉
右
岸
地
区
管
轄
：
38

名
）
と
合
併
し
、
新
た
に
消
防
団
第

２
部
と
し
て
両
地
区
を
管
轄
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
４
月
２
日
に
お
こ
な

わ
れ
た
部
旗
返
納
式
で
は
、
村
長
や
団

幹
部
な
ど
が
参
列
す
る
中
、
第
８
部
の

黒
木
貴
部
長
が
消
防
団
長
に
部
旗
を

返
納
。
式
で
は
、
那
須
義
雄
新
団
長

が
「
こ
れ
か
ら
団
員
が
減
少
し
て
い
く

中
、
消
防

団
と
し
て

も
10
年
先

を
見
据
え

た
改
革
に

取
り
組
ま

な
け
れ
ば

な
ら
ず
、

統
廃
合
は

決
し
て
特

別
の
こ
と

第８部・部旗返納式

新
団
長
に
那
須
義
雄 

氏

椎
葉
村
消
防
団

那
須
義
雄 

新
団
長

（
60
歳
）（
胡
麻
山
）

第
２
部
と
第
８
部
が
合
併
し
ま
し
た
。 

▲黒木貴第８部長から団長へ部旗返納。

▲第２部と合併することに
なった第８部の皆さん。

■
火

災

通

報　

☎
１
１
９

■
椎
葉
村
役
場　

☎
６
７

－

３
１
１
１

■
日
向
警
察
署　

椎
葉
駐
在
所

　

（
☎
６
７

－

２
１
１
０
）

■
西
都
警
察
署　

村
所
駐
在
所

　

（
☎
０
９
８
３

－

３
６

－

１
１
０
１
）

村
民
の
生
命
と

　

財
産
を
守
り
ま
す
！

平
成
19
年
度

　

椎
葉
村
消
防
団
体
制

役
職
名

氏
名

電
話
番
号

担
当
区
域

団　
　

長
（
新
）

那
須　

義
雄

６
７

－

４
４
０
３

村
全
域

副

団

長

椎
葉　

信
紘

６
７

－

２
０
７
７

椎
葉　

吉
人

６
７

－

５
５
２
７

本

部

長
（
新
）

甲
斐　

愼
二

６
７

－

２
１
２
５

上
椎
葉

第
１
部
長
（
新
）

那
須　

浩

６
７

－

４
１
２
６

鹿
野
遊
・
仲
塔

第
２
部
長

那
須　

重
美

６
７

－

２
６
５
４

上
椎
葉
・
栂
尾

第
３
部
長

甲
斐　

浩

６
７

－

１
１
５
９

松
尾
（
日
当
）

第
４
部
長

椎
葉　

克
徳

６
７

－

２
３
５
９

尾
八
重

第
５
部
長

椎
葉　

一

６
７

－

２
５
２
１

小
崎

第
６
部
長

椎
葉　

鉱
蔵

６
７

－

５
４
３
５

不
土
野

第
７
部
長

椎
葉　

賢
二

０
９
８
３

－

３
８

－

１
１
０
５

大
河
内

第
10
部
長

甲
斐　

左
右
吉

６
７

－

５
５
０
７

尾
向
（
向
山
）

第
11
部
長
（
新
）

尾
前　

幸
男

６
７

－

５
０
０
４

尾
向
（
尾
前
）

第
12
部
長

岡
村　

正
司

６
７

－

１
７
２
８

松
尾
（
日
添
）

消
防
主
任

那
須　

稔

６
７

－

３
１
８
１

村
全
域
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４
月
13
日
、村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
椎
茸

部
会（
中
瀬
裕
会
長
・
会
員
１
６
４
人
）の

総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
は
、村

内
の
椎
茸
生
産
者
や
関
係
者
な
ど
１
１
０

人
が
出
席
。
椎
茸
品
評
会
の
表
彰
式
、

情
勢
報
告
、講
演
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、新
年
度
の
活
動
計
画
や
収
支
予
算
な

ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
は

暖
冬
の
影
響
で
不
作
と
な
り
、収
量
は
減

少
し
ま
し
た
が
、品
評
会
に
は
１
６
９
点

と
い
う
多
く
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

価
格
の
方
は
、４
月
24
日
の
入
札
で
４
，

３
５
９
円
／
㎏（
一
般
品
３
，９
６
０
円
／

㎏
）（
品
評
会
品
５
，２
０
７
円
／
㎏
）（
Ｊ

Ａ
日
向
椎
葉
支
店
分
）と
順
調
な
推
移
を

見
せ
て
い
ま
す
。
本
年
度
か
ら
共
選
の
補

助
事
業
も
新
た
に
創

設
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

販
売
方
法
の
一
つ
と

し
て
有
効
利
用
し
て

頂
き
、
収
入
ア
ッ
プ
、

労
力
軽
減
を
図
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

平
成
19
年
度
乾
椎
茸
品
評
会

■
団
体
の
部

優
勝　
上
椎
葉　
　

２
位　
小
崎

３
位　
仲
塔

■
個
人
の
部
（
優
等
）

［
袋
物
の
部
］

こ
う
し
ん　

椎
葉
松
佐（
竹
の
枝
尾
日
当
）

ど
ん
こ　
　

那
須
幸
男（
間
柏
原
）

天
白
ど
ん
こ　

那
須
義
春（
財
木
）

こ
う
こ　
　

山
中　

誠（
桑
の
木
原
）

［
箱
毎
の
部
］

こ
う
し
ん　

椎
葉
松
佐（
竹
の
枝
尾
日
当
）

ど
ん
こ　
　
中
瀬
フ
サ
子（
竹
の
枝
尾
日
当
）

こ
う
し
ん　

山
中　

誠（
桑
の
木
原
）

■
特
別
賞

・
最
高
販
売
単
価

　

中
竹
直
人
（
栗
の
尾
）

　
　

６
，４
０
０
円
／
㎏

・
最
高
販
売
平
均
単
価（
２
０
０
㎏
以
上
）

　

那
須
義
春
（
財
木
）

　
　

４
，２
３
５
円
／
㎏

　 会場には出品された
▼ 椎茸がずらり。

▲（優等受賞者）前列左から椎葉
松佐さん、中瀬裕会長。後列左か
ら那須幸男さん、那須義春さん、
山中　誠さん。

宮
崎
県
一
の
椎
茸
を
目
指
し
て

 
椎
葉
村
椎
茸
部
会
総
会

第34回

　

４
月
24
日
、
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
和

牛
改
良
組
合
（
椎
葉
和
男
組
合
長　

組

合
員
１
３
４
人
）
の
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
総
会
に
は
、
村
内
の
和
牛
生
産

者
や
畜
産
関
係
者
１
０
６
人
が
出
席
。

優
秀
な
生
産
者
に
対
し
表
彰
を
行
っ
た

ほ
か
、
新
年
度
の
活
動
計
画
や
収
支
予

算
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
臼
杵
郡
市
畜
連
参
事
の
黒

木
金
喜
氏
に
よ
る
情
勢
報
告
や
県
家
畜

改
良
事
業
団
の
田
中
正
成
氏
の
講
演
な

ど
も
行
わ
れ
、
県
の
種
雄
牛
と
今
後
の

改
良
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
現
在
、
高

値
が
続
く
和
牛
市
場
。
昨
年
度
は
、
本

村
か
ら
５
２
６
頭
の
和
牛
が
セ
リ
に
掛

け
ら
れ
、

２
億
７
千

７
百
万
円

の
生
産
高

と
な
り
、

１
頭
の
平

均
価
格
も

52
万
６
千

円
を
超
え

ま
し
た
。

平
成
18
年
度
表
彰

■
優
良
支
部　

大
河
内
支
部

■
班
の
部　

寺
床
、
栗
の
尾
、
春
、
竹

の
枝
尾
日
当

■
個
人
の
部　

蝉
尾　

誠
（
小
河
内
）、

濱
砂
正
美（
大
藪
）、那
須
雅
志（
十
根

川
）、那
須　

猛（
畑
鳥
の
巣
）、椎
葉

利
明（
矢
立
）、椎
葉
益
利（
不
土
野
中
）

■
雌
牛
の
部
最
高
単
価
賞

　

平
岡　

拡
（
栗
の
尾
）

　

１
，３
８
７
，０
５
０
円

■
去
勢
の
部
最
高
単
価
賞

　

右
田
由
一
（
川
の
口
）

　

７
１
４
，０
０
０
円

▲熱心に会長の話しを聞く生産者

▲個人の部で表彰を受けた蝉尾誠さん。

市
場
価
格
の
高
騰
で
販
売
高
ア
ッ
プ

 

椎
葉
村
和
牛
改
良
組
合
総
会

第31回



Public Relations of  SHIIBA � 2007（H19）5月号

　

４
月
24
日
、
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
園

芸
部
会
（
清
田
泉
会
長　

会
員
66
名
）

の
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
は

村
内
の
園
芸
農
家
や
県
、
村
な
ど
の
農

業
関
係
者
が
出
席
。
表
彰
式
や
新
年
度

の
事
業
計
画
、
収
支
予
算
な
ど
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
日
向
営
農

部
長
の
藤
本
隆
康
氏
か
ら
「
日
向
農
協

第
10
次
営
農
振
興
計
画
に
つ
い
て
」
と

題
し
講
演
が
行
わ
れ
、
農
業
の
現
状
と

今
後
３
年
間
に
取
り
組
む
Ｊ
Ａ
の
重
点

施
策
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
台
風
等
の
大
き
な
災
害
も

な
く
、
農
産
物
の
生
産
が
順
調
に
推
移

し
た
た
め
、
年
間
取
扱
高
も
１
億
円
を

達
成
。
ま
た
、
新
し
い
生
産
団
地
が
出

来
た
こ
と
に
よ
り
、
夏
秋
イ
チ
ゴ
や
デ

ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム（
花
）と
い
っ
た
新
品

目
の
生
産
が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
農
産
物
出
荷
量
の
増
加
が

見
込
ま
れ
、
新
た
な
産
地
化
と
所
得
の

向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
新
た
に
、
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル

張
り
替
え
の
ヘ
ル
パ
ー
制
度
を
発
足

さ
せ
、
ビ
ニ
ー
ル
張
り
替
え
に
か
か

る
作
業
料
金
の
負
担
軽
減
と
高
齢
農

家
の
サ

ポ
ー
ト

を
行
い
、

施
設
園

芸
の
更

な
る
発

展
を
目

指
し
ま

す
。

平成 18 年度表彰者
氏名（地区名） 品目 実績（村平均）

那須　宗則
（古枝尾上） デルフィニウム １本当り単価

166 円（88 円）
椎葉ヨシノ

（古枝尾下） ミ ニ ト マ ト １a 収量
344kg（229kg）

右田　圭之
（川の口） トルコギキョウ １本当たり単価

108 円（92 円）
黒木　義明
（矢立） ほ う れ ん 草 10a 当り収量

4,073kg（2,295kg）
椎葉　義光

（向山日添） 夏 秋 イ チ ゴ １kg 当り単価
2,224 円（2,039 円）

椎葉よし子
（向山日添） 七 草 平成 13 年度より栽培

那須　文治
（間柏原） 特 別 表 彰

長年、農業技術の指導と
認定農家の育成に尽力

▲ほうれん草の生産で表彰された
黒木義明さん。

更
な
る
収
量
ア
ッ
プ
と
品
質
向
上
を
目
指
す
！

椎
葉
村
園
芸
部
会
総
会

第14回

　

昨
年
度
当
初
か
ら
、
設
立
に
向
け
て

準
備
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
３
月
22

日
川
の
口
地
区
に
晴
れ
て
集
落
営
農
組

織
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
準
備
中
に
、
地
区
住
民
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
家

庭
に
お
い
て
、
機
械
へ
の
過
剰
投
資
・
農

地
の
維
持
管
理
・
農
作
業
な
ど
、
将
来

の
農
業
に
つ
い
て
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
地
区
の
将
来
の
農
業
振
興
と

地
域
環
境
や
景
観
の
改
善
を
行
う
た
め

に
集
落
営
農
組
織
を
発
足
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
地
域
で
農
作
業
の
受
委
託

を
行
っ
た
り
、
特
産
品
の
開
発
、
都
市

住
民
と
の
交
流
会
な
ど
を
企
画
し
、
集

落
の
発
展
に
向
け
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

集
落
営
農
と
は

　

ひ
と
つ
の
農
家
で
は
解
決
で
き

な
い
地
域
の
農
業
の
い
ろ
い
ろ
な
問

題
を
集
落
の
み
ん
な
の
知
恵
と
力

を
合
わ
せ
て
解
決
し
、
農
家
も
集
落

も
み
ん
な
が
良
く
な
る
農
業
を
進

め
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
よ
り
豊
か

な
集
落
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
、
そ
れ
が
集
落
営
農
で
す
。

▲スローガン
「都市と田舎の交差点 住んでよし かてーりの里 川の口」

川
の
口
地
区
営
農
組
合
設
立
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■拡充の内容
　我が国における急速な少子化の進行等を踏まえ、若い子育て世帯等の経済的負担の軽減を図る観点から、
３歳未満の乳幼児の養育者に対する児童手当の額を、第１子及び第２子について倍増し、出生順位にかかわ
らず一律月１万円となりました。
　なお、３歳以上の児童の児童手当の額、支給対象年齢及び所得制限限度額については、現行どおりです。

【０歳以上３歳未満の児童の養育者に対する児童手当】 【３歳以上（現行どおり）】
（現行）　　　　　　　　　　　　　（改正） 第１子、第２子　月額５千円
第１子、第２子　月額５千円　→　月額１万円（倍増） 第３子以降　　　月額１万円
第３子以降　　　月額１万円　→　月額１万円（現行どおり）

■施行日　平成 19年４月１日（拡充後の最初の支給月　平成 19年６月）
■手続きについて
　今回の改正では、受給者から特段の手続きを行う必要はありません。なお、平成 19年４月から３歳未満
の児童手当等の額は一律月額１万円となりますが、３歳到達後の翌月からは、第１子及び第２子の手当額は
５千円となります。
■問い合わせ先　村福祉保健課　福祉係（☎６８−７５１３）

■
制
度
の
目
的

　

児
童
手
当
制
度
は
、児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ

り
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、次
代
の
社
会
を
に
な
う

児
童
の
健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

■
制
度
の
し
く
み

①
支
給
対
象

　

児
童
手
当
は
、
12
歳
到
達
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童（
小
学
校
修
了
前
の
児
童
）を
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
前
年（
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の

月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は
前
々
年
）

の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
、

児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

②
支
給
手
続
き

　

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
す
る

家
計
の
主
た
る
生
計
維
持
者
が
申
請

し
、
住
所
地
の
市
区
町
村
長（
公
務

員
の
方
は
勤
務
先
）の
認
定
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
、
申
請
し
た
翌
月
分

か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
支
給
月
額

・
３
歳
未
満　

一
律
１
０
，０
０
０
円

・
３
歳
以
上

　

第
１
子
・
第
２
子　

５
，０
０
０
円

　

第
３
子
以
降　

１
０
，０
０
０
円

④
支
払
時
期

　

児
童
手
当
は
、
原
則
と
し
て
、
毎

年
２
月
、
６
月
、
10
月
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑤
所
得
制
限
限
度
額

　

所
得
制
限
限
度
額
は
、
前
年
（
１

月
か
ら
５
月
ま
で
の
月
分
に
つ
い
て

は
前
々
年
）
の
所
得
額
で
判
定
し
ま

す
。
ま
た
、
所
得
に
は
一
定
の
控
除

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
所
得
制
限
限

度
額
は
年
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
市

区
町
村
窓
口
（
公
務
員
の
方
は
勤
務

先
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

（
平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
）

平成19年４月１日から

が拡充されました。
児童手当制度
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椎葉
晃充
村長の

4月の
動き▲日向警察署椎葉駐在開所式に出席（25日）

２
日　

辞
令
交
付
式

　
　
　

消
防
部
長
会
（
役
場
）

３
日　

庁
議

４
日　

民
生
委
員

　
　
　

児
童
委
員
協
議
会
総
会

　
　
　
（
す
こ
や
か
館
）

11
日　

椎
葉
中
学
校
入
学
式

16
日　

県
市
町
村
振
興
協
会
理
事
会

　
　
　
（
宮
崎
市
）

19
日　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
開
局
記
念
式
典（
宮
崎
市
）

23
日　

村
議
選
当
選
証
書
付
与
式

24
日　

県
町
村
会
正
副
長
会
（
宮
崎
市
）

25
日　

日
向
警
察
署
椎
葉
駐
在
開
所
式

　

総
務
省
の
行
政
相
談
員
に
４
月
１
日
付

で
、
中
園　

孝
夫
さ
ん
（
持
田
団
地
）
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
員
は
、
国
、
県
、
村
の
仕
事

に
つ
い
て

①
こ
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
の
だ
が
…
。

②
処
理
が
間
違
っ
て
い
る
。

③
苦
情
を
申
し
出
た
が
そ
の
措
置
に
納
得

で
き
な
い
。

④
ど
こ
へ
相
談
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。

　

な
ど
の
、苦
情
、要
望
、意
見
、問
い
合
わ

せ
を
受
け
付
け
、住
民
と
役
所
の
間
に
立
っ

て
、公
平・中
立
な
立
場
か
ら
、そ
の
解
決
を

促
進
す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
、第
２
火
曜
日
に
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
行
政
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
に
対
す
る
相
談
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で

も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

※
６
年
間
と
い
う
長
い
間
、行
政
相
談
員

と
し
て
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
山
中
重
光
委

員
は
平
成
19
年
３
月
31
日
付
を
も
っ
て
退

任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、多
く
の
相
談
に

対
し
、誠
意
を
持
っ
て
対
処
さ
れ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。永
年
の
御
労
苦
に
対
し
、心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。ご
苦
労
様
で
し
た
。

行
政
相
談
員
が

  

変
わ
り
ま
し
た
！

中園 孝夫 さん
住所：持田団地
電話：0982-67-2471

　

こ
の
補
助
金
は
、
木
材
の
振
興
・
後

継
者
対
策
及
び
地
域
振
興
の
た
め
、
村

産
材
を
使
用
し
村
内
に
住
宅
を
新
築
・

増
改
築
を
し
た
方
に
対
し
て
交
付
さ
れ

ま
す
。

（
平
成
18
年
度
実
績
：

15
件
・
６，
８
５
１
千
円
）

　

補
助
金
の
交
付
に
は
事
前
の
申
請
が

必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
役
場
建
設
課
管
理
係

　

☎
０
９
８
２

－

６
７

－

３
２
０
７
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご存じですか？
木造住宅建築

支援事業補助金

補
助
を
受
け
た
椎
葉
廣
美
邸
・
若
宮
（
上
）

と
鹿
瀬
光
徳
邸
・
春
岩
尾
（
下
）。

▲４月10日、村長室で補助金の
　交付式。

　

３
月
24
〜
25
日
、「
第
21
回
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン

馬
道
中
唄
全
国
大
会
」が
日
南
市
の
鵜
戸
神

宮
儀
式
殿
で
開
催
さ
れ
、県
内
外
の
園
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
４
０
３
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
に
出
場
し
た
宇
賀
邦
雄
さ
ん

（
上
椎
葉
下
１
）
が
、
実
年
の
部
（
50
〜

60
歳
代
）
で
見
事
優
勝
。
女
性
む
き
で
男

性
に
は
難
し
い
と
さ
れ
る
こ
の
唄
を
制

し
、
こ
れ
で
県
内
の
名
曲
民
謡
の
６
大
会

を
す
べ
て
制
覇
し
た
宇
賀
さ
ん
。

　
「
今
後
は
県
外
の
民
謡
に
挑
戦
し
、
後

継
者
育
成
に
も
力
を
入
れ
た
い
。」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
優
勝
し
た
主
な
大
会

第
１
回 

ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会（
椎
葉
村
）

第
３
回 

刈
干
切
唄
奈
須
節
全
国
大
会（
宮
崎
市
）

第
９
回 

日
向
田
植
唄
全
国
大
会（
美
郷
町
）

第
16
回 

正
調
刈
干
切
唄
全
国
大
会（
高
千
穂
町
）

第
16
回 

日
向
木
挽
唄
全
国
大
会（
日
向
市
）

第
２
回 

宮
崎
県
民
謡
選
手
権
大
会

第
５
回 

九
州
民
謡
選
手
権
大
会

▲見事に県民謡の名曲６大
　会を制覇した宇賀さん。

宮
崎
県
民
謡

　

名
曲
６
大
会
を

　
　
　
　
　

制
覇
！
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Kiaora
■椎葉村外国語指導助手

Anna  Dwyer
アナ　ドゥワヤー
（ニュージーランド出身）

Spring in Shiiba-Son

This spring in Shiiba we have been lucky to see so many beautiful and colorful flowers. Already the Wisteria (Fuji-

hana) is dressed up in its bright purple bloom. Wild Azaleas (Tsutsuji) with their multitudes of colors from white 

to pinky-reds and purples greet us as we pass. As do the most splendid and generous burst of Cherry-Blossom 

(Sakura), Mountain Cherry Blossom (yama-zakura), Apricot Blossom (ume), Peach Flower (momo hana) and 

many other variations. 

Although a little chilly, hanami with the neighbors was wonderful and many Japanese folk songs were sang 

including Nagori yuki, which brings me to mention the very (mezurashi) rare and unexpected spring snow that fell 

just yesterday blanketing the mountains of Shiiba and just as soon was gone again and it was back to flowers and 

the hazy yellow skies of the season. 

This glorious spring hiking season has been full of wondrous surprises including Daffodils (Suisen), Rape seed 

(nano hana), Mitsumata, Rhododendron (Shakunage), Violet (sumire), Horsetail (tsukushi) and Dandelion (tanpopo) 

to name just a few.  

Out of her winter retreat, nature in Shiiba has woken from her sleepy 

slumber. The forests are voluptuous and luscious bright green once 

again and only now has the Japanese bush warbler (Uguisu) perfected 

its sweet spring song, enchanting us from our sleep. 

Shiiba’s combination of nature’s melody, The Japanese Bush Warbler, 

cicadas and frogs, capture the rhythm and slow  pace of life here so 

perfectly.

椎葉村の春

　この春、椎葉村で私たちはたくさんの美しく、色鮮やかな花々を見ることができました。すでに、輝く紫色に装った「藤

の花」が開花しています。白や赤、紫色といった多くの色をつけた「つつじ」が私たちが通り過ぎるとあいさつをしてく

れます。そして最も華麗で色の濃い「サクラの花」・「山桜」・「梅」・「桃の花」や他にも様々な花が鮮やかに開きました。

　まだ少し寒いけれども、ご近所の方々と花見をすることはとても楽しく、花見では「なごり雪」を含むたくさんの日本

のフォークソングが歌われました。なごり雪と言えば、つい先日とてもめずらしい時期に雪が降り、椎葉の山々を毛布で

くるんだように白く覆いましたが、すぐに溶け、また花々で彩られた風景にもどり、この季節らしい黄砂で黄色くかすん

だ空が戻ってきました。

　この荘厳な春のハイキングシーズンには、他にもたくさんの花々が咲き、「すいせん」「菜の花」「みつまた」「しゃくなげ」

「すみれ」「つくし」そして「たんぽぽ」など、その他にも色々な花々に出会える実に素晴らしく、驚きに満ちた季節です。

　冬は退却し、椎葉の自然は眠りから目覚めました。森は官能的で美しい緑に再び輝き、そして「うぐいす」の申し分の

ないほれぼれするような甘い春の歌声は私たちを眠りから目覚めさせます。「うぐいす」「セミ」「カエル」といった自然の

メロディが形づくる調和は、椎葉でのゆっくりと流れる自然のリズムを完璧に表しています。

和訳：黒木睦美さん（栂尾出身）
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昔
、
あ
る
所
に
、
市
兵
衛
と
い
う
若
者
が
住
ん

で
お
っ
た
。
そ
の
若
者
の
家
の
隣
に
は
、
長
ち
ょ
う

者じ
ゃ

殿ど
ん

の
屋
敷
が
あ
っ
て
、
長
者
殿
が
住
ん
で
お
っ
た
。

市
兵
衛
は
、
い
つ
も
長
者
殿
の
よ
う
に
な
り
た
い

も
ん
じ
ゃ
、
そ
う
思
う
て
お
っ
た
。

　

そ
こ
で
長
者
殿
の
所
に
行
き
、「
長
者
殿
。
俺

も
長
者
殿
の
よ
う
に
な
り
た
い
も
ん
じ
ゃ
が
、
長

者
に
な
る
道
を
教
え
て
た
賜た
も

う
れ
」。
長
者
殿
の

言
う
こ
と
に
ゃ
、「
そ
れ
は
市
兵
衛
、
い
い
と
こ

ろ
に
気
が
つ
い
た
。
俺
は
、
市
兵
衛
の
よ
う
に
若

い
と
き
に
は
、
メ
ン
コ
ウ
ヅ
ラ
①
か
ら
、
汗
の
出で

止や

め
た
こ
と
は
な
い
ぞ
。
何
で
も
え
ぇ
か
ら
、
メ

ン
コ
ウ
ヅ
ラ
か
ら
、
汗
の
出
止
め
ん
よ
う
に
働
い

て
見
よ
。
米
蔵
の
二
つ
三
つ
は
、
す
ぐ
建
て
る
よ

う
に
な
る
」、
と
ま
あ
、
そ
の
よ
う
に
教
え
て
く

れ
た
。
市
兵
衛
は
、
長
者
殿
の
言
う
た
通
り
に
仕

事
し
て
も
、
何
を
し
て
み
て
も
、
メ
ン
コ
ウ
ヅ
ラ

か
ら
汗
が
出
ら
ん
か
っ
た
。
何
か
汗
の
出
る
よ
う

な
こ
と
は
な
い
も
の
か
、
考
え
て
お
る
う
ち
ぃ
、

「
そ
う
じ
ゃ
。
下
の
河
原
か
ら
、
団だ

子ご

石い
し

を
担か
る

う

て
登
っ
て
み
ろ
う
」
そ
う
思
う
て
、河
原
に
行
き
、

団
子
石
を
担
う
て
、
坂
道
を
登
っ
て
来
て
み
た
。

そ
し
た
と
こ
ろ
、
メ
ン
コ
ウ
ヅ
ラ
か
ら
、
汗
が
出

止
め
ん
か
っ
た
。「
こ
り
ゃ
ぁ
、
こ
の
仕
事
を
す

り
ゃ
あ
、
長
者
殿
の
言
う
た
ご
と
、
長
者
に
な
る

か
も
し
れ
ん
」。
そ
れ
か
ら
市
兵
衛
は
、
毎
日
ま

い
に
ち
、
河
原
に
下
り
て
、
団
子
石
を
担
う
て
屋

敷
八
丁
②
、
足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
、
担
い
集

め
た
。
長
者
殿
は
、「
市
兵
衛
の
奴
は
、
足
の
踏

み
場
も
な
い
よ
う
に
、
家
の
ぐ
る
り
ぃ
団
子
石
を

担
う
て
集
め
た
が
、妙
な
奴
じ
ゃ
。」そ
う
思
う
て
、

市
兵
衛
が
河
原
に
下
り
て
い
た
間
に
、
市
兵
衛
の

担
う
た
団
子
石
を
、
見
て
廻
り
よ
っ
た
。
す
る
と

驚
い
た
こ
と
に
、
市
兵
衛
の
担
う
た
団
子
石
の
中

に
、
金
の
塊
の
石
が
三
つ
、
か
た
っ
ち
ょ
っ
た
③
。

　
「
こ
り
ゃ
あ
、
市
兵
衛
は
え
ら
い
物
を
担
う
て
来

て
お
る
わ
い
。
こ
の
石
と
う
ち
の
米
蔵
を
代
え
て

も
ら
う
こ
と
に
し
ょ
う
」。
そ
う
い
う
間
に
、
市
兵

衛
は
汗あ
せ

垂だ

れ
に
な
っ
て
団
子
石
を
担
う
て
登
っ
て

来
た
。「
市
兵
衛
や
。
え
ら
い
精
が
出
る
じ
ゃ
ね
ぇ

か
。
物
は
相
談
じ
ゃ
が
、
お
前
の
担
う
て
来
た
団

子
石
と
、
俺
の
米
蔵
と
代
え
ん
か
。
俺
は
米
蔵
を

六
つ
持
っ
ち
ゃ
お
る
が
、
三
つ
蔵
を
出
す
か
ら
、

こ
の
団
子
石
と
代
え
て
く
れ
ぇ
。
米
蔵
を
四
ノ
蔵

か
ら
五
ノ
蔵
、
六
ノ
蔵
・
・
・
こ
れ
が
市
兵
衛
の

家
に
近
い
か
ら
、
こ
の
三
つ
を
、
市
兵
衛
に
や
る

こ
と
に
す
る
」。
長
者
殿
は
、受
け
渡
し
を
急
い
で
、

さ
っ
そ
く
市
兵
衛
を
連
れ
て
、
ま
ず
四
ノ
蔵
に
来

た
。「
こ
れ
を
お
前
に
や
る
。
た
だ
、
こ
の
蔵
の
米

の
中
か
ら
一
俵
だ
け
、
初
穂
④
じ
ゃ
か
ら
、
俺
が

も
ら
う
こ
と
に
す
る
」。
五
ノ
蔵
も
長
者
殿
は
、「
初

穂
」
だ
、
と
、
一
俵
だ
け
抜
い
て
取
っ
た
。
六
ノ

蔵
か
ら
も
「
初
穂
」
ち
て
言
う
て
、
一
俵
取
っ
た
。

　

今
後
は
市
兵
衛
が
、「
俺
の
担
う
て
来
た
団
子

石
を
ば
、
長
者
殿
に
受
け
渡
す
こ
と
に
す
る
」
ち

て
言
う
て
、
市
兵
衛
は
長
者
殿
を
連
れ
て
、
家
ま

で
来
て
、「
長
者
殿
が
一
つ
の
蔵
か
ら
一
俵
ず
つ

三
俵
取
っ
た
か
ら
、俺
も
こ
の
団
子
石
の
中
か
ら
、

三
つ
初
穂
を
も
ら
う
」
ち
て
言
う
て
、
金
の
塊
の

石
を
三
つ
除の

け
た
。

　

長
者
殿
は
、
そ
の
金
の
塊
の
石
が
欲
し
か
っ
た

た
め
に
、「
米
蔵
を
三
つ
や
る
か
ら
」
ち
て
、
言

い
出
し
た
こ
と
じ
ゃ
っ
た
。「
初
穂
」
も
自
分
が

つ
い
言
い
出
し
た
こ
と
じ
ゃ
っ
た
が
、
仕
方
が
な

い
、
約
束
通
り
、
市
兵
衛
に
三
つ
の
米
蔵
を
や
る

こ
と
に
し
た
。

　

市
兵
衛
は
、
そ
の
金
の
塊
の
石
を
ば
、
え
ら
い

値
段
で
売
っ
て
、
長
者
殿
に
肩
を
並
べ
る
よ
う
な

長
者
に
な
っ
た
と
い
う
、
市
兵
衛
の
メ
ン
コ
ウ
ヅ

ラ
か
ら
汗
の
出
止
め
ん
ご
と
働
い
て
長
者
に
な
っ

た
、
と
い
う
お
話
。

（
聞
き
手　

西
南
学
院
大　

山
中
耕
作
）

話
型
＝
笑
い
話

発
端
句
＝
昔
、
あ
る
所
に

結
末
句
＝
と
い
う
お
話

①
メ
ン
コ
ウ
ヅ
ラ
＝
額

②
屋
敷
八
丁
＝
家
の
周
囲
の
意
。
こ
の
場
合
市
兵
衛

の
家
の
ぐ
る
り
。
長
者
屋
敷
の
周
囲
で
は
な
い
。

③
か
た
っ
ち
ょ
っ
た
＝
入
っ
て
お
っ
た

④
初
穂
＝
最
初
に
収
穫
し
た
成
り
物
。
最
初
に
収

穫
す
る
成
り
物
は
、
後
に
で
き
る
成
り
物
よ
り

も
大
き
く
美
し
い
。
だ
か
ら
最
初
に
収
穫
し
た

物
は
、
ま
ず
神
・
仏
に
供
え
る
物
で
あ
る
。
椎

葉
で
は
、
ど
ん
な
作
物
で
も
、
初
め
て
収
穫
し

た
物
は
、「
初
穂
」
と
言
っ
て
、
吉
日
を
選
ん

で
神
仏
に
供
え
た
後
、
家
中
で
い
た
だ
い
た
。

そ
の
日
は
「
大
安
」
な
ど
の
吉
祥
日
で
い
つ
で

も
よ
い
、
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ

て
初
穂
に
す
べ
き
成
り
物
を
他
家
に
与
え
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

＊
こ
の
笑
い
話
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
、
長
者
に
な

る
心
得
を
学
び
た
い
と
い
う
市
兵
衛
が
、
ほ
ん
と

う
は
、
天
性
長
者
に
な
る
心
得
を
よ
く
身
に
つ
け

て
い
て
、教
え
る
立
場
だ
っ
た
は
ず
の
長
者
殿
が
、

肝
心
な
と
こ
ろ
で
欲
を
か
い
て
市
兵
衛
に
出
し
抜

か
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ほ
ん
と
う
の
長
者
は
、

額
に
汗
し
て
よ
く
働
く
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
だ

が
、人
格
に
悖も
と

る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
ま
た
、

市
兵
衛
の
よ
う
に
気
働
き
が
利
く
人
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
だ
。
つ
ま
り
。
長
者
に
な
る
道
を
尋

ね
ら
れ
た
長
者
殿
が
、
額
に
汗
し
て
働
け
、
と
教

え
た
と
こ
ろ
ま
で
は
よ
か
っ
た
が
、
市
兵
衛
の
働

き
出
し
た
金
の
塊
の
石
を
騙だ
ま

し
取
ろ
う
と
、
長
者

に
あ
る
ま
じ
き
こ
と
を
考
え
、
自
ら
の
所
有
す
る

米
蔵
六
つ
の
内
、
三
つ
の
蔵
と
代
え
よ
う
、
と
提

案
す
る
。
そ
う
し
て
、
最
初
の
四
ノ
蔵
の
一
俵
は

ま
さ
し
く
初
穂
で
あ
る
。
だ
が
、
後
の
五
ノ
蔵
、

六
ノ
蔵
の
分
は
、
全
く
市
兵
衛
を
馬
鹿
に
し
た
、

長
者
の
欲
か
ら
で
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
市

兵
衛
は
長
者
の
欲
を
よ
く
見
抜
い
て
、
そ
の
手
に

乗
ら
な
か
っ
た
の
み
か
、
金
の
塊
の
石
は
ち
ゃ
ん

と
確
保
し
て
長
者
に
渡
さ
ず
、
ま
ん
ま
と
長
者
を

出
し
抜
い
て
、
当
の
長
者
よ
り
ず
っ
と
金
持
ち
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。長
者
の
心
得
は
、

市
兵
衛
の
方
が
通
じ
て
い
て
、
長
者
は
か
え
っ
て

半
可
通
だ
っ
た
。
お
か
し
い
の
は
い
つ
も
通
と
思

わ
れ
て
い
た
半
可
通
で
あ
る
。
通
は
ど
う
も
お
も

し
ろ
く
な
い
よ
う
だ
。

（
西
南
学
院
大
名
誉
教
授　

山
中
耕
作
）

椎
葉
の
民
話

「
長
者
に
な
る
道
を

　

習
っ
た
市
兵
衛
の
話
」

語
り
手　

那
須
英
一
さ
ん

（
水
越
）

昭
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

92
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カメラ さんぽ

　４月10 〜12日、村内の各保育所や学
校で、入園式と入学式が行われました。天
候に恵まれ汗ばむような陽気の中、12名
の新入生を迎えた松尾小学校。上級生の
作った花のアーチをくぐる子どもたち。会
場いっぱいの拍手と笑顔に包まれました。

ご入園・御入学
おめでとう！

平
成
19
年
度

入
園
・
入
学
者
数

上
椎
葉
児
童
館
30
名

松
尾
児
童
館　

21
名

向
山
児
童
館　

24
名

小
崎
児
童
館　

11
名

大
河
内
保
育
所
11
名

不
土
野
保
育
所
５
名

鹿
野
遊
保
育
所
６
名

計
１
０
８
名

椎
葉
小
学
校　

９
名

鹿
野
遊
小
学
校
０
名

尾
向
小
学
校　

６
名

不
土
野
小
学
校
０
名

小
崎
小
学
校　

０
名

大
河
内
小
学
校
５
名

松
尾
小
学
校　

12
名

計
32
名

（
全
学
年
１
６
１
名
）

椎
葉
中
学
校　

19
名

松
尾
中
学
校　

３
名

計
22
名

（
全
学
年
77
名
）

▲最初は泣きだす子も。
でも終わる頃にはすっかり笑顔。
（４月10日・向山児童館）

▲希望を胸に、新たな学校生活が
始まります。

（４月11日・椎葉中学校）

▲緊張で手と足を一緒に動かす
お友達はいなかったかな？
（４月12日・松尾小学校）

▲力強く校歌を歌う３名の入学生。
（４月11日・松尾中学校）

 春を彩る
　 椎葉の花々

■
４
月
上
旬
、松
尾
地
区
の「
信し

の

夫ぶ

の
里
」は
桜
と
ス
イ
セ
ン
が
同
時

に
満
開
。名
古
屋
市
の
高
柳
信

夫
さ
ん
が
所
有
す
る
同
公
園

は
、５
月
に
な
る
と
ツ
ツ
ジ
が
咲

き
、時
期
を
追
う
ご
と
に
移
り

変
わ
る
景
色
は
ま
さ
に
圧
巻
。

■「
草
む
し
り
が
大
変
だ
か
ら
」

と
シ
バ
ザ
ク
ラ
を
植
え
始
め

た
の
は
４
年
前
。
松
岡
ヨ
シ

エ
さ
ん
（
下
松
尾
）
の
自
宅

前
は
、
綺
麗
に
刈
り
込
ま
れ

た
茶
畑
と
が
印
象
的
。

■
松
尾
小
学
校
の
校
門
に
咲
く

パ
ン
ジ
ー
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
。

入
学
式
に
合
わ
せ
世
話
を
し

て
き
た
の
は
濱
砂
ア
ヤ
子
さ

ん
。
新
１
年
生
を
た
く
さ
ん

の
花
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

■
道
路
脇
に
広
が
る
一
面
の
菜

の
花
畑
。
そ
こ
で
民
宿
を
営

む
の
は
椎
葉
鉱
蔵
さ
ん
（
古

枝
尾
）。「
富
ど
の
亭
」
と
書

か
れ
た
大
き
な
石
と
、
元
気

に
泳
ぐ
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
が

お
出
迎
え
。

▲畑には大根の花も咲いていました。
（４月20日・下松尾）

▲式典会場にもたくさん
飾られました。

（４月12日・松尾小学校）

▲風が吹くと雪のように
サクラの花びらが舞います。
（４月９日・信夫の里）

▲数日前が満開のようでした。
（４月15日・古枝尾）
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春夏秋冬　まるごと椎葉

▲参加した９名の皆さん（桑の木原）。
代表で椎葉光吉さんがお礼を

述べました。

　

４
月
３
日
、
村
民
10
名
に
対

し
志
田
日
向
警
察
署
長
よ
り
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
３
月
19
日
よ
り
村
内
の
山

中
に
３
日
間
逃
走
し
て
逮
捕
さ

れ
た
窃
盗
犯
（
全
国
７
県
で
指

名
手
配
）
の
捜
索
に
、
警
察
の

依
頼
を
受
け
た
猟
友
会
の
メ
ン

バ
ー
な
ど
が
協
力
し
た
事
に
よ

る
も
の
。
捜
査
員
の
道
案
内
を

務
め
ま
し
た
。

逃走犯の逮捕に協力
日向署より感謝状

▲恥ずかしがりながらも、上級生が
率先して号令を出していました。

　

４
月
13
日
、
椎
葉
小
学
校
で

交
通
安
全
教
室
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
は
上
椎
葉
派
出
所

の
榎
木
さ
ん
と
日
向
の
交
通
指

導
員
。
校
庭
の
模
擬
コ
ー
ス
で

の
練
習
後
、
実
際
に
道
路
で
の

歩
行
も
行
い
ま
し
た
。「
１
年

生
が
安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
」
と
６
年
生
の
椎

葉
美
由
希
さ
ん
が
お
礼
の
あ
い

さ
つ
。

交通に気をつけ、
安全に登下校する

▲目指すは30ｍ先の的。何度も
射抜いた椎葉邦弘さん（古枝尾下）に

みんな感心しきり。

　

４
月
14
〜
15
日
、
古
枝
尾

地
区
で
春
祭
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
数
え
る
こ
と

３
５
０
年
目
の
大
祭
。
記
念
の

タ
オ
ル
も
作
り
、
お
い
し
い
料

理
も
並
び
ま
し
た
。
的ま
と

射い

が
始

ま
り
、
昔
な
が
ら
の
紋
付
き
袴

で
次
々
と
的
を
射
抜
く
そ
の
姿

は
、
ま
る
で
那
須
の
与
一
を
思

わ
せ
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

古枝尾の春祭り
袴姿で弓を射る

▲スローガンは
「年の差なんか気にしない。ファイ
トとチームワークで頑張ろう！」。

　

４
月
15
日
、
村
内
14
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
、
村
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
春
季
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
白
熱
し
た
試
合
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
、
接
戦
を

制
し
見
事
優
勝
し
た
の
は
、
夜

狩
内
Ａ
チ
ー
ム
。
フ
ァ
イ
ン
プ

レ
ー
や
珍
プ
レ
ー
の
連
続
す
る

中
、
笑
顔
と
笑
い
声
の
絶
え
な

い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

元気にアタック！
練習成果の見せ所

▲全校生徒５名の不土野小学校の
みんなは、「さむ〜い」と
言いながらも大はしゃぎ。

　

上
空
に
流
れ
込
ん
だ
寒
気
の

影
響
で
、
道
路
や
樹
木
が
雪
化

粧
。
冬
に
は
幾
度
も
目
に
し
た

光
景
で
す
。
で
も
、
暦
は
４
月

18
日
。
暖
冬
か
ら
一
転
、
桜
の

花
も
散
る
頃
に
ま
さ
か
の
大
雪

と
な
り
ま
し
た
。
異
常
気
象
に

戸
惑
う
間
も
な
く
、
翌
日
か
ら

の
春
の
陽
気
で
、
雪
は
嘘
の
よ

う
に
消
え
去
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

季節外れの春の大雪
春から冬へと逆戻り

▲鯉をすくい上げその場で調理。
その姿に子どもたちの目は

釘付けでした。

　

４
月
20
日
、
場
所
は
十
根
川

地
区
。
鹿
野
遊
小
学
校
の
子
ど

も
た
ち
が
春
の
遠
足
に
出
か
け

ま
し
た
。「
一
番
楽
し
か
っ
た

の
は
魚
釣
り
。
釣
れ
そ
う
だ
っ

た
け
ど
逃
げ
て
し
ま
い
悔
し

か
っ
た
。
夏
に
も
行
き
た
い
で

す
。」
は
２
年
生
の
田
崎
菜
那

さ
ん
の
感
想
。施
設
の
管
理
人
、

尾
前
一
日
出
さ
ん（
若
宮
住
宅
）

が
お
手
伝
い
。

竹を使った手作りの
竿で釣り 器で食べる



お 知 ら せ

Public Relations of  SHIIBA 1�2007（H19）5月号

　支給月額・26,440円（ただし、
本人、配偶者、扶養義務者の所
得制限があります。）

②障害児福祉手当
　対象者・20歳未満で常時介護を

必要とする障害を有する在宅の
障害児であって知事が認定した
方

　支給月額・14,380円（ただし、
本人、配偶者、扶養義務者の所
得制限があります。）

手続書類（①②共通）・申請書・
印鑑・身体障害者手帳・寮育手帳・
診断書・所得証明書

守って！ 電波のルール
６月１日から10日までは
電波利用保護旬間です

　ルールを守らない不法な無線局
は、テレビやラジオの受信に障害
を与えたり、携帯電話の通話を妨
害するだけでなく、警察、消防・
防災行政無線など人命に関わる重
要な無線に対する混信・妨害が発
生するなど、私たちの生活をおび
やかしています。
　無線局を不法に開設したり運用
したりすると、電波法違反で罰せ
られます。
　一人ひとりがルール（電波法）
を守ってクリーンな電波環境を作
りましょう。
■問合せ先
　九州総合通信局
　http://www.kbt.go.jp/
　○不法無線局、混信・妨害
　　☎０９６−３６８−８６５６
　○受信障害（テレビ・ラジオ）
　　☎０９６−３２６−７８７３
　○電波利用料
　　☎０９６−３２６−７８０５
　○その他行政相談
　　☎０９６−３２６−７８１９

鯉のぼりによる公衆
感電防止について

　電気の感電防止についてお知ら
せです。
　こいのぼりの季節となっています。
　もし、こいのぼりが電線にか
かった際は、電柱に昇るのは大変
危険です。
　また、竹竿などで取るのは感電
事故や停電の原因になりますの
で、九州電力日向営業所までお知
らせください。

（☎０９８２−５２−２１８１）

☆６月は【外国人労
働者問題啓発月間】
です☆

　外国人労働者の適正な雇用・労
働条件の確保と不正就労の防止に
理解と御協力をお願いします。
　厚生労働省では、外国人に対す
る職業相談・紹介、外国人労働者
を雇用する事業主等の相談を行っ
ています。
　外国人労働者の失業の予防や再
就職の促進、外国人労働者の適正
な雇用管理の改善に努めていただき
ますようご協力をお願いいたします。
　外国人労働者に関するお問い合
わせは、最寄りのハローワーク（公
共職業安定所）または労働基準監
督署まで・・・

【参考】・・県内のハローワーク（公
共職業安定所）・労働基準監督署
≪ハローワーク≫
　宮崎公共職業安定所
　☎０９８５−２３−２２４５
　延岡公共職業安定所
　☎０９８２−３２−５４３５
　高千穂出張所
　☎０９８２−７２−２４３６
　日向公共職業安定所
　☎０９８２−５２−４１３１
≪労働基準監督署≫
　宮崎労働基準監督署
　☎０９８５−２９−６０００
　延岡労働基準監督署
　☎０９８２−３４−３３３１

募　　集
女性体育指導委員募
集について

　椎葉村の体育指導委員として村
民の健康増進活動および生涯ス
ポーツ推進活動に参加してみたい
と思う女性の方を１名募集いたし
ます。（任期は２年間）
　対象は普通免許取得者で健康づ
くりに興味にある方ならどなたで
も結構です。
　スポーツに関係したボランティ
ア的活動になりますが、多くのい
ろいろな人とのふれあい・出会い
があり、自身も参加者と一緒に
なって楽しめる活動です。
　自薦・他薦問いませんので、興
味のある方は下記のところまでお
問い合わせください。
※旅費・年報酬あり。
　椎葉村教育委員会
　（☎６７−２８５０）
　（６７−２９１０）



Shiiba Information

お知らせ
5月

●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内の動き　●4月1日現在
　男　　1,647人（− 49）
　女　　1,663人（− 39）
　計　　3,310人（− 88）
世帯数　1,243戸（− 35）
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行政相談の開催につ
いて

　行政相談が次のとおり行われま
す。行政に関することならどんな
ことでもけっこうですので、気軽
にご相談ください。
■日時
　６月12日（火）　10時〜 15時
■場所
　椎葉村高齢者センター

人権擁護委員制度を
ご存知ですか

　６月１日は、人権擁護委員法が
施行された日です。
　椎葉村には、村長から推薦され
て、法務大臣が委嘱した次の人権
擁護委員がおります。
・甲斐　昭利
　☎０９８２−６７−１８７０
・古川アヤ子
　☎０９８２−６７−２２２８
・椎葉　吉人
　☎０９８２−６７−５５２７
　相談は無料で、秘密は守られま
す。お気軽にご相談ください。
　お問い合わせは、
　宮崎地方法務局日向支局
　☎０９８２−５２−２９４４
　または、

　税務住民課住民係
　☎０９８２−６７−３２０５まで

「防災情報の提供につ
いて」（宮崎県）

　パソコン（インターネット）で、
雨量・河川水位の速報値及び河川
のライブ画像が、携帯電話（iモー
ド等）では、雨量・河川水位の速
報値がご覧になれます。豪雨や台
風時の防災情報としてご利用くだ
さい。
※河川のライブ画像は携帯電話か
らはご覧になれません。
アドレス
パソコン版
http://kasen.pref.miyazaki.jp
携帯版
http://kasen.pref.miyazaki.jp/
mobile/  
※宮崎県庁ホームページからもア
クセスできます。

「県庁ＨＰ」→「災害情報」→防災
関連リンク「雨量・河川水位情報」

土地の売買には届出
が必要です

　国土利用計画法では、一定面積
（１ha）以上の土地について売買
などの土地取引を行った場合、契
約締結後２週間以内に権利取得者

（売買の場合は買い主）が、土地
の所在する市町村長を経由して知
事に届け出ることが義務付けられ
ています。なお、山林等も届出の
対象ですのでご注意ください。土
地は公共性・社会性を持った限ら
れた資源です。土地の有効利用の
実現のため、みなさんのご理解と
ご協力をお願いします。
■お問い合わせは、
　総務課　広報統計係
　☎０９８２−６７−３２０３

おすすめします　 　
　　　［中退共制度］
退職金づくりは 　　
　　　［中退共］で！

　あなたの会社は従業員の退職金
をどのように準備していますか？

「退職金制度を作るのは大変なこ
とだ」とか「今ある退職金制度だ
けでは将来不安だ」とかお考えで
はありませんか？
　しっかりした退職金制度を持つ
ことは、優秀な人材の確保や従業
員の労働意欲を高めるためにも重
要なことです。中退共制度（中小
企業退職金共済制度）によって安
全・確実しかも有利な退職金制度
を手軽に準備できます。
　昭和34年に「中小企業退職金
共済法」に基づいて設けられた
中退共制度は現在約39万企業、
２６６万人の従業員が加入してお
り独立行政法人勤労者退職金共済
機構・中小企業退職金共済事業本
部がその運営にあたっております
■お問い合わせ先
　ホームページ
　http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp
　中退共本部
　☎０３−３４３６−０１５１（代表）
　０３−３４３６−０４００

特別障害者手当等の
支給について
■支給の目的
　在宅の知的に又は身体に重度の
障害のある方に手当を支給するこ
とにより、その方々が必要とする
特別な負担の軽減を図るもので
す。
■窓口
　福祉保健課　福祉係
　☎０９８２−６８−７５１３
■手当の種別と内容
①特別障害者手当
　対象者・20歳以上で重複する重

度障害を有し、常時特別の介護
を必要とする在宅の障害者で知
事が認定した方

お 知 ら せ
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出
生　
お
め
で
と
う

　
　

田
原　

愛ま
な
み望

ち
ゃ
ん

（
上
椎
葉
下
３
）
直
樹
・
幸
代
さ
ん

死
亡　

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

椎
葉　

繁
喜
様（
下　

松　

尾
）七
十
九
歳

那
須　

ク
ニ
様（
鹿　

野　

遊
）八
十
五
歳

於
久　

靖
弘
様（
旧
岩
屋
戸
）六
十
八
歳

甲
斐
チ
エ
子
様（
小　

河　

内
）七
十
歳

椎
葉　

善
一
様（
不
土
野
上
）八
十
四
歳

右
田
マ
サ
エ
様（
上
椎
葉
下
二
）九
十
二
歳

黒
木　

髙
雄
様（
胡　

麻　

山
）八
十
歳

香
典
返
し

　

故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

故　

椎
葉　

善
一
様
（
不
土
野
上
）

故　

右
田
マ
サ
エ
様
（
上
椎
葉
下
二
）

故　

黒
木　

髙
雄
様
（
胡　

麻　

山
）

故　

於
久　

靖
弘
様
（
旧
岩
屋
戸
）

故　

甲
斐
チ
エ
子
様
（
小　

河　

内
）

戸
籍
だ
よ
り
（
３
月
分
）

上
旬　

村
漁
協
総
会

　
　
　

和
牛
改
良
組
合
青
年
部
総
会

　
　
　

移
動
消
防
学
校

５
日　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
座
開
講

　
　
　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

　
　
　

県
乾
椎
茸
品
評
会
表
彰
式

７
日　

歯
科
健
診

10
日　

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭
（
陸
上
）

中
旬　

６
月
定
例
議
会

11
日　

基
本
健
診
（
尾
向
）

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

12
日　

基
本
健
診

　
　
　
（
尾
八
重
・
す
こ
や
か
館
）

14
日　

第
２
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
定
例

大
会

15
日　

７
月
期
子
牛
村
品
評
会

16
日　

郡
南
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭（
〜
17
日
）

17
日　

村
内
一
斉
清
掃

19
日　

予
防
接
種
（
二
種
混
合
）

20
日　

交
流
椎
葉
（
小
学
校
）

22
日　

郡
南
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　
（
陸
上
）

23
日　

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭（
〜
24
日
）

24
日　

体
力
づ
く
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

26
日　

乳
児
健
診
・
乳
児
相
談
・
妊
婦

相
談

　
　
　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
ポ
リ
オ
予
防
接
種

27
日　

基
本
健
診
（
不
土
野
）

28
日　

基
本
健
診
（
松
尾
）

６
月
の
主
な
行
事
と

お
知
ら
せ

那須　登
鹿野遊

鹿
野
遊

松岡　憲三郎
岩屋戸中

松　

尾

廣末　信夫
不土野上

不
土
野

黒木　守
仲搭

仲　

搭

黒木　忠
横野

尾
八
重

椎葉　利光
尾手納

尾　

向

黒木　吉美
尾　崎

栂　

尾

椎葉　満
矢立

大
河
内

右田　静男
川の口

小　

崎

那須　朝光
夜狩内

上
椎
葉

　

平
成
19
年
度
の
公
民
館

長
（
区
長
）
さ
ん
で
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
各
地
区
の

重
要
な
連
絡
調
整
役
と
し

て
、
１
年
間
ご
苦
労
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　
　
　

（
敬
省
略
）

公
民
館
長

（
区
長
）紹
介
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俳
句
募
集
＝ 

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

し
い
ば
俳
句
会

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

椿
葉
の
し
づ
く
は
涙
俊
寛
忌	

黒
木
八
重
子

［
評
］
平
家
物
語
や
謡
曲
で
名
高
い
僧
俊
寛
が
、
鬼
界
が
島
で
殺
し
た
の
は
陰
暦
３

月
２
日
と
さ
れ
る
。
緑
の
つ
や
つ
や
し
た
椿
の
葉
の
上
の
雨
滴
、
作
者
は
涙

と
み
た
。
俊
寛
え
の
思
い
を
つ
の
ら
せ
て
。

春
耕
や
堆
肥
運
び
の
夫
た
の
も
し	

山
本　

和
枝

［
評
］ 

女
手
に
お
え
な
い
堆
肥
の
重
さ
、
わ
が
夫
は
軽
々
と
運
ん
で
く
れ
る
。
重
い

も
の
だ
け
じ
ゃ
あ
な
い
、
何
事
も
て
き
ぱ
き
と
進
め
て
く
れ
る
お
父
さ
ん
。

耕
し
て
、
種
蒔
い
て
、
収
穫
ま
で
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
ね
。

牧
水
の
歌
碑
に
佇
む
花
の
下	

小
丸
川
河
童

［
評
］
若
山
牧
水
は
宮
崎
県
が
生
ん
だ
現
代
歌
人
。
純
情
で
浪
漫
的
作
風
で
知
ら
れ

る
。
満
開
の
桜
の
下
で
、
牧
水
も
好
き
だ
っ
た
酒
を
酌
み
交
わ
す
こ
と
に
し

よ
う
。

《
入
選
》

春
の
山
小
鳥
枝
か
ら
枝
へ
飛
ぶ

那
須　

瑞
穂

椎
葉
山
か
す
り
模
様
に
山
桜

〃

落
椿
神
が
並
べ
し
ご
と
愛
し
き

中
瀬　
　

汀

梨
の
花
峠
地
蔵
に
休
み
け
り

〃

真
ん
中
に
孫
の
笑
顔
や
春
の
膳

小
八
重
知
津
子

春
の
猫
一
声
あ
ま
え
裏
返
る

〃

四
月
な
の
に
寒
さ
戻
り
に
迷
い
つ
つ

椎
葉
シ
ヅ
子

亡
き
人
に
彼
岸
の
団
子
供
え
け
り

山
茶　

之
実

里
山
の
鳥
や
桜
や
目
に
楽
し

黒
木　
　

紀

立
春
の
父
伏
せ
の
寺
に
詣
り
け
り

山
本　

和
枝

温
も
り
し
土
手
に
ぜ
ん
ま
い
芽
を
出
せ
り

黒
木
八
重
子

切

株

に

鶯

待

つ

も

小

半

時

小
丸
川
河
童

編
集
後
記

▼
４
月
の
人
事
異
動
で
担
当
と
な
り
、
初
め
て

の
広
報
誌
作
り
。
と
り
あ
え
ず
取
材
を
し
て
写

真
を
撮
っ
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
安

易
な
考
え
。
月
も
半
ば
を
過
ぎ
、
構
成
を
始
め

る
と
馴
れ
な
い
作
業
に
手
こ
ず
り
悪
戦
苦
闘
。

そ
れ
で
も
何
と
か
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
に
た
く
さ
ん
の
情
報
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
（
リ
キ
）

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

季
節
は
ず
れ
に
降
っ
た
２
日
前
の

雪
が
嘘
の
よ
う
に
暖
か
く
な
っ
た
４

月
20
日
。
臨
時
の
釣
り
堀
で
釣
り
大

会
を
す
る
鹿
野
遊
小
の
子
ど
も
た
ち
。

な
か
な
か
釣
れ
な
い
マ
ス
と
、
網
で

す
く
い
上
げ
ら
れ
た
鯉
。
そ
の
場
で

調
理
さ
れ
た
昼
食
に
み
ん
な
大
喜
び

で
し
た
。

　

今
回
で
第
21
回
を
迎
え
る
、
日
向
木
挽

唄
全
国
大
会
。

　

全
国
に
木
挽
唄
は
、
数
多
く
唄
い
継
が

れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
日
向
木
挽
唄
は
、

昔
な
が
ら
の
風
情
が
そ
の
ま
ま
現
在
に

残
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
会

で
は
、
１
、０
０
０
名
を
超
す
木
挽
唄
の

ど
自
慢
の
方
々
が
日
向
の
地
で
競
い
合
い

ま
す
。

　

今
年
は
、
左
記
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

  （
予
選
）平
成
19
年
６
月
９
日
㈯ 

９
時
〜

  （
決
勝
）平
成
19
年
６
月
10
日
㈰ 

９
時
〜

■
場
所　

日
向
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

■
お
問
合
せ

　

日
向
木
挽
唄
全
国
大
会　

実
行
委
員
会

　

事
務
局

　

☎
９
８
２

－

５
３

－

５
０
８
６

第
21
回
「
日
向
木
挽
唄
」

全
国
大
会

日
向
東
臼
杵
南
部

　
　
　
　

圏
域
情
報
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　バラ科サクラ属の落葉高木．若葉の美しい季節に
なりました。この時期に標高約600m以上の渓谷沿
いの林で、若葉に混じって新しい枝先に径５㎜程の
小さな白い花が多数集合し、長さ10㎝くらいのブラ
シのように咲いている樹木があります。これがウワ
ミズザクラで花の様子が一般的な桜とはだいぶ違い
ます。樹高15m、直径50㎝に達し、樹皮は俗にいう
桜肌ですので桜の仲間とわかります。葉は長さ約10
㎝、幅４−５㎝の楕円形で先が尖って縁に鋭い鋸歯
が出て互生し、秋に黄葉します。雌雄同株で黒熟す
る径６㎜程の球形の果実を７、８個つけます。材は
良質の散孔材で建築や器具に。また樹皮は樺細工な
どにも利用されます。鹿児島県霧島山から北海道南
部まで分布する日本特産の桜です。和名のウワミズ
とは上

うわ

溝
みぞ

の意で、材の上面に溝を掘って焼き、その
裂け目から吉凶を占ったとも言われています。

（九州大学宮崎演習林　内海　泰弘・井上　晋）

ウワミズザクラ
55

未来にはばたけ！

大
自
然
へ
出
か
け
よ
う
！

　

上
椎
葉
ダ
ム
を
眼
下
に
望
む
山
腹
に
あ
り
ま
す
。
周
り
に
は
、

民
家
な
ど
も
な
く
林
の
中
の
と
て
も
静
か
な
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。

　

春
は
、
新
緑
と
ツ
ツ
ジ
や
石
楠
花
な
ど
の
花
、
夏
は
、
雑

木
林
の
ク
ワ
ガ
タ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
、
秋
は
紅
葉
と
大
自
然
を

満
喫
で
き
ま
す
。

　

少
し
足
を
延
ば
せ
ば
清
流
小
崎
川
で
の
釣
り
や
川
遊
び
、

馬
口
岳
登
山
な
ど
も
。

　

施
設
内
に
は
、
昔
懐
か
し
い
五
右
衛
門
風
呂
も
あ
り
無
料

で
利
用
で
き
ま
す
。

１
．営
業
期
間　

４
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で

２
．利
用
料

　

・
入　

村　

料　

１
０
５
円　

中
学
生
以
下
無
料

　

・
コ
テ
ー
ジ　

１
棟　

４
名
用 

５
，２
５
０
円
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

10
名
用
も
あ
り
ま
す
。

　

・
常
設
テ
ン
ト　

１
張
り　
　

１
，０
５
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

中
学
生
以
下　

８
４
０
円

　

・
持
込
テ
ン
ト　

１
張
り　
　
　

５
２
５
円

　
　
　
　
　
　
　
　

中
学
生
以
下　

８
２
０
円　

３
．申
し
込
み
・
問
合
せ

　
　

電　

話 

０
９
８
２—

６
７—

２
７
２
２

　
　

ま
た
は 

０
９
８
２—

６
７—

３
２
０
３

ひえつきの里
キャンプ場

向江　顕
けん

生
せい

　くん
（松尾・下屋敷団地）

平成17年７月５日生まれ
おとうさん：裕二さん
おかあさん：由美子さん

４月に椎葉に来ました。坂道で
かけっこ!! このスリルがたまら
な〜い。転んでも泣かないよ。

那須　煌
こう

亮
すけ

　くん
（鹿野遊）

平成17年７月５日生まれ
おとうさん：暢明さん
おかあさん：美由紀さん

体はちっちゃいけど、好奇心旺
盛な煌くん。たくさん食べて大
きくな〜れ！

Face in　May

中瀬　育生さん （30歳・狩底）
勤務先：椎葉村役場 総務課
趣　味：話すこと・飲むこと・
　　　　ホルモン・青年
椎葉に帰ってきて早 12 年。今年度
より県青年団協議会会長をすること
となりました。これは、ひとえに青
年 OB、地域の皆さん、そして現役
青年団の皆さんのおかげだと思って
おります。いろいろとご迷惑をおか
けしている面もあると思いますが、
今後も県内の青年のため、そして暖
かく送り出してくれた地元椎葉のた
め、頑張っていきたいと思います！
※見かけたら遠慮無く声をかけて
くださいね。

宮崎県青年団協議会の会長に就任！

宮崎県青年団協議会ＨＰ：http://miyazakiseinen.com/

キ
ャ
ン
プ
場
紹
介 

①


